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グラスルーツイノベーションセンター

（GIC）について

未来を動かすのは、ここで生まれる「小さな芽」。GICは、知と実践をつなぎ、可能性を広げます。

2025年7月25日



グラスルーツ・イノベーションとは

2

Grassroots Innovationは「草の根」と「イノベーション」
をかけ合わせた言葉です。
「グラスルーツ」は草の根であり「ルーツ」には力を合わ
せるという意味があります。

地域の様々な課題に関わる人々がつながり、そこでの知と
実践をタネとして、イノベーションを生み出す。
これが、立命館の目指すイノベーションのカタチ、
「グラスルーツ・イノベーション」です。

立命館学園では、さらに、広く地域を超え、
よりよいくらしや社会作りへの価値を創出することまでを
「グラスルーツ・イノベーション」と呼び、
社会への価値創造や、ソーシャルインパクト創出における
ポリシーとしています。



グラスルーツイノベーションセンター（GIC）構想
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グラスルーツイノベーションセンター

起業人材

社会実装を
めざす研究者

院生・学部生・高
専生

支援人材

関連領域研究者等
スーパーバイザー

知財スペシャリス
ト

事業化プロデュー
サー

院生・
学部生

OB・OG

経営人材

J-NEXUS（KSII）

ECP-KANSAI

人
材
活
用

投資 リター
ン

2号ファンド

持続的運営

新規事業化

大学発スタートアップ

ジョイントベン
チャー等

滋賀県域における
産業創出へ

滋賀県

滋賀医科大学
高専生

学生・院生

域内外企業 コミュニティ

域内外の産官学による多様なステークホルダー

支援機関

域
外
か
ら

の
資
金

域外投資家
VC等

KSAC GAPファンド
東大IPC1st Round
大阪産業局起動等
民間助成金草津市

寄付金
共同研究費 等

重点3領域
「ものづくり」「ライフイノベーション」「グリーンイノベーショ

ン」

個別ウエットラボ
Changemakers Nest

共用実験スペース
Collaboration Lab. 

B
K

C

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

中
小
機
構
・
草
津
市

コワーキング・イベントス
ペースCreative 

ENSEMBLE

地域オープン
Fabラボ

STEAM Fab Lab.

社会課題
プロジェクト

社会課題
プロジェクト

社会課題
プロジェクト

社会課題
プロジェクト

● 教育プログラム
● 伴走支援
● 大学をリビングラボとして活用し、実証実験
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＜起業支援マネージャー＞ 廣瀬 充重(仮)
【役割】PoC支援人材配置、入居・実証実験支援、シーズ発掘
【協力】コンソ企業・研究機関、研究所・研究センター

＜施設責任者＞ 酒井 克也 (仮)
【役割】施設・設備導入・管理、投資ファンドの組成・連携
【協力】ジャフコグループ等VC

＜事業化マネージャー＞ 仲西 正(仮)
【役割】事業化支援人材配置、VC紹介、人材育成PG運営
【協力】ソニーグループ、マネーフォワード等

実施責任者：徳田昭雄 
理事・副学長/立命館大学産学官連携戦略本部長

常駐スタッフ： 施設管理者、技術支援者、URA、事業化プロモーター

実施体制（2023年3月時点）

オープンイノベーション＆インキュベーション拠点 (立命館大学びわこ・くさつキャンパス：BKC)
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知をつなぎ、社会に活かし、挑戦する人を育てる。

MISSION



学生・研究者・企業・地域がつながり、 新たなアイデアを形にし、社会課題解決に挑戦する。

地域に根ざしたプロジェクトから、世界へ羽ばたくイノベーションまで、

「知」と「人」と「社会」が交差し、多様なチャレンジを支える。

GICは、挑戦する人のための実践フィールドとして様々な施設・設備を備えています。
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FACILITY

挑戦する人のための、実践フィールド。
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1F コワーキングスペース

イベント・ワークショップや、経営人材育成のための
教育プログラムの実施、情報・意見交換などができる
コワーキングスペース。

あらゆる人が気軽に試作できる開かれた大規模ファ
ブラボ。スタッフが常駐し、アイデアの具現化を支
援します。小学生からのSTEAM教育拠点としても展
開します。

1F GIC Fab

FACILITY [１階]（人・知・社会が交差する共創・創発の場 ）

滋賀県初のオープンモノづくりラボ
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2F Startup Lounge

Communal Lab・GIC Labの間に設置された、入居者が
交流できるラウンジです。多様なバックグラウンドを
持つ人々が出会い、新たな価値を生み出します。

シード期～アーリー期
のスタートアップ向け
のインキュベーション
施設です。 新たな発
想を形にし、社会課題
解決に挑戦する拠点で
す。

2F Communal Lab 2F GIC Lab

「ものづくり」「ライフイノ
ベーション」「グリーンイノ
ベーション」に分かれた、入
居者が交流できる共用ラボ。
PoC・プロトタイピングに特
化した分析・評価・試作装置
を設置し、多様なチャレンジ
を支えます。

FACILITY [２階]（社会実装を加速するインキュベーションハブ）

登記可能

登記可能



2024年度プログラム

起業・事業化に関する研究・教育・投資・ネットワーク構築を一体的に推進

立命館起業・事業化推進室では、立命館学園の起業・事業化をワンストップでデザイン・推進する
プラットフォームとして、RIMIX（Ritsumeikan Impact-Makers Inter X (Cross) Platform）を展開
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（参考）立命館のスタートアップ創出支援



⚫ 立命館ソーシャルインパクトファンド（RSIF）は、学校法人立命館の100％出資にて設置された投資ファンド
⚫ 第2号ファンドとして、かんぽ生命からもLP出資を受ける体制（60億円のファンド）を新たに構築
⚫ スタートアップへの資金供給と、リターンを元にした資金循環により、SX研究開発拠点の持続性に貢献

ファンド規模 ｜ 20億円
設置時期 ｜ 2020年4月
名称 ｜ 立命館ソーシャルインパクト
ファンド投資事業有限責任組合
運用期間 ｜ 10年

現在、15 社に対し 9 億円の投資

第1号ファンド概要

出資先（一部）
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による出資
１号ファンド：20億円（出資中）

２号ファンド：60億円（組成完了）

大型共同研究・知財ライセンス
寄附金政策強化
機器・施設貸与等財源多様化

エンダウメントによる自己資金
の投入・民間からのLP出資

DXによる学内
システム効率化

地球規模課題を解決する社会的インパクトの創出

インパクト・キャピタル㈱等のVCと連携した運営体制を構築

（参考）立命館ソーシャルインパクトファンド
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